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"グローバル"という特性に揺らぎが
出てきてはいるのでは

「自律・分散・協調のインターネッ
ト」の理念から少しずつ離れていっ
ていると感じる

私たちは今、 本当の意味での
「協調」が試されているターニング
ポイントにいる
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Internet
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Present

The Internet
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Future?

Photo by The Hubble Heritage Team (AURA/STScI/NASA) NASA Headquarters

The Internet
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Alternative Future??
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https://www.icann.org/sites/default/files/assets/ecosystem-2500x1622-21mar13-en.png
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Internet outages - Aug. 25, 2017
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Photo by Geekなぺーじ - twitter

インターネットは日々壊れている。
粘り強いが壊れやすく、壊れやすいが粘り強い。
Akimichi Ogawa 2011
インターネットのカタチ もろさが織り成す粘り強い世界 13



相互信頼で支えられる経路制御
インターネット経路制御の運用は、各ネットワークが自律的にかつ相互に予防策を取って、助け合うこと
で成り立っています。

解決は人のネットワークで
予防策を取っていても別の問題が発生する事があるため、発生したときに連携して情報交換し対策を取る
というやり方になります。一般的にはネットワーク運用者同士の情報交換と対策が解決に結びつきます。

「グローバルにつながる」ことが意味することは
グローバルなネットワークであるため、特定の事業者が対策を取ればいいというものではありません。多
くのネットワークにおいて対策を取ることで、インターネット全体の耐障害性を大きく向上させることが
できます。

https://blog.nic.ad.jp/blog/routing-control/ 14



インターネット精神の
ゆくえ

Photo by JANOG 15



We reject: kings, presidents and voting.
We believe in: rough consensus and running code.
David Clark 1992
INET92 Kobe

Photo by Garrett A. Wollman - photographer
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インターネットは必ず良いことを起こす。
テクノロジーは良い面も悪い面も存在するが、
結果としては必ずプラスになる。
我々はそう信じてインターネットを作り運用して
きたし、 今後もそれは変わらない。
Kunihiro Ishiguro 2017
JANOG40 Meeting

Photo by JANOG
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パネルディスカッションのテーマ

今そこにある
「グローバル」インターネット

～ 私たちは繋がっている ～
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話をしたいこと
•インターネットと社会の関係の変化と行く末

•インターネット精神と多元的社会の現実と軋轢

•正義の違いや不寛容に起因する「分断」の危機

•インターネットの現場にいる私たちが立ち向かうべき課題は？
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• クロサカタツヤさん (株式会社企 代表 ／ 慶應義塾大学大学院 特任准教授)

• 津田大介さん (ジャーナリスト ／ メディア・アクティビスト)

• 土屋大洋さん (慶應義塾大学 教授)

• 前村昌紀さん (JPNIC インターネット推進部長 ／ ICANN 理事)

• 宮川晋さん (NTTコミュニケーションズ株式会社)

• 金子康行 (株式会社グローバルネットコア ／ JANOG運営委員)

パネリスト

モデレータ
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Who am I?
• 金子康行 Yasuyuki Kaneko

• 株式会社グローバルネットコア 取締役
• 日本ネットワーク・オペレターズ・グループ 運営委員

• インターネットとの出会い 1993年
• 一橋大学社会学部卒業 1994年
• ISPの企画運営・技術業務に携わる 1996年～
• 故郷である新潟にUターン 2004年～
• コミュニティ活動への関与 2009年～
• JPNIC評議委員 2016年～

• JPNIC News & Viewsに寄稿したコラム
• https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2015/vol1332.html#
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この先の進行予定
•パネリストのプレゼンテーション → ディスカッション

テーマ１. 理想と現実のギャップ
テーマ２. 国家から見たインターネット
テーマ３. インターネットが招く社会の分断
テーマ４. 「インフラ」であることの自覚
テーマ５. 技術の進化とイノベーション

•ディスカッションの後、会場質疑応答、まとめへ
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１. 理想と現実のギャップ
•インターネットが目指しているものは何か？

→ 前村さんのプレゼンテーションへ

•インターネットガバナンスの現場にいる人々は理想への道程を
どのように考えているのか？
•実際にどのようなジレンマや戦いがあるのか？
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２. 国家から見たインターネット
•諜報活動、テロ、サイバー攻撃に利用されるインターネットの
現実

→ 土屋さんのプレゼンテーションへ

•このような現実（国際政治や戦争に利用されるインフラ）を
我々はどう捉えればいいのか？
•セキュリティ、プライバシー、ネットワークのあり方は？
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３. インターネットが招く社会の分断
• SNSの闇、フェイクニュース、「ポスト真実」の時代とは

→ 津田さんのプレゼンテーションへ

•正義の不一致、攻撃的不寛容、分断はどこに行き着くのか？
•分断するのではなく共存するために、我々がやるべきことは？
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４. 「インフラ」であることの自覚
•正常に使えて当たり前、という期待に応えるための変化とは

→ 宮川さんのプレゼンテーションへ

•インフラであるために、大きな構造変化は避けられないのか？
•ガバナンスと規制の責任所在はどうあるべきか？
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５. 技術の進化とイノベーション
•インターネットは技術進化・社会変革を支えられるのか

→ クロサカさんのプレゼンテーションへ

•今後必要とされるインフラはどのようなものなのか？
•インターネットはもはやレガシーな存在になってしまうのか？

27



話をしたいこと（再掲）
•インターネットと社会の関係の変化と行く末

•インターネット精神と多元的社会の現実と軋轢

•正義の違いや不寛容に起因する「分断」の危機

•インターネットの現場にいる私たちが立ち向かうべき課題は？
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パネリストからのメッセージ
今そこにある「グローバル」インターネット
～ 私たちは繋がっている ～

•私たちに求められるアクションは？

•インターネットの未来は？
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Be conservative in what you do,
Be liberal in what you accept from others.
Jon Postel 1981
RFC793

Photo by Irene Fertik, USC News Service. © 1994, USC.
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